



    　　　　　
                                                               　　　
















掲載内容 国文学研究資料館編 『古筆への誘い』 （三弥井書店、二〇〇五年三月刊） に準拠し、 〔鑑定〕 〔書誌〕 〔本
文〕 〔筆者〕 〔解説〕 の項目をあげた。次に各項目について、同書より摘記する。　〔鑑定〕
　














なお、 本号には冒頭に 「源氏物語梗概本」 「源氏物語古系図」 のミニ特集として、 各三点ずつまとめて掲載した。また、














（ 「壬／申」 黒） （ 「茂入／道順」 黒） 」
〔書誌〕
　














































































（ 「弌／守」 黒） 」 。
〔書誌〕
　























































極めは、 平塚平兵衛。 「弌守」 の印記は、 天明八年 （一七八八） 三星屋茂助板 「古筆目利名寄極印鑑」 、 慶応三年 （一八六七）













極札・オモテ 「尹大納言殿師賢卿 （ 「琴／山」 黒） 」
〔書誌〕
　















藤原 （花山院） 師賢 （一三〇一～一三三二） 。内大臣花山院師信の次男。後醍醐天皇の討幕運動に加担し、
元弘の乱 （一三三一） の折に囚われて配流、下総国で病没した。
 権大納言・弾正尹を兼任したので 「尹大納言」 と称す。
〔解説〕
　
いわゆる 「源氏物語歌集」 （源氏集） のうち、 松尾切 呼ばれるものの一点である 『古筆手鑑大成』 中の各手鑑、






付、源氏物語和歌抄切拾遺」 （ 『源氏物語論とその研究世界』 風間書房、二〇〇二年一一月刊、所収） が総合的研
























壬子二 （ 「神田道伴」 朱） 」
〔書誌〕
　


































九条家本は 「明石の入道女」 とする。また、注記本文一行目 「三月十六日」 は為氏本のみ見え、九条家本 ・ 正嘉本になし。　
三行目 「六条院へむかへたてまつりて」 は為氏本・正嘉本に見え、九条家本は紫の上養育記事の後に 「六条院へわた

















亥六 （ 「了延」 黒） 」
〔書誌〕
　






















本号の研究所彙報、 「編集後記」 にも触れるように、二〇一六年の歳晩、久下裕利氏 （昭和女子大学教授） より
寄贈された、一連の物語切のなかの一点。　
筆跡・打曇の料紙・寸法等からみても、久曽神昇 『源氏物語断簡集成』 （汲古書院、二〇一〇年一二月刊） 第八図の
伝為相筆 （寸法 「二七 ・ 六糎×一七 ・ 二糎」 ） とツレであろうし、 『古筆学大成』 第二四巻所収の伝藤原為家筆源氏物語古系図 （二） もまた一連のものであろう。 「たて二七 ・ 七センチメートル、よこ二〇 ・ 〇センチメートル」 「鎌倉時代に流行した後京極流の筆致で、比較的小さな字粒を流麗に運んでいる」 とある。
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一〇〇 ─ 三　　実践女子大学所蔵・源氏物語古筆切目録稿（三）






















壬子七 （ 「神田道伴」 朱） 」
〔書誌〕
　























（一三八四） 天台座主に補せらる （ 『諸門跡譜』 ） 。第一四二・第一四九世座主 （ 『天台座主記』 ） 。〔解説〕
　『古筆学大成』 には伝堯仁筆の古系図を二種あげるが、 （一） はもと雲紙の巻子。当該断簡は （二） に属し、ツレ

















　（ 「■金」 黒） 」
〔書誌〕
　







藤原家隆 （一一五八～一二三七） か。 『新古今和歌集』 の撰者。権中納言・藤原光隆の次男。ただし、 「大
0
納言0




前記、横井 「源氏物語古筆切事始――筆者不明の断簡を読む」 にふれたように、この断簡を収める手鑑は 「在原朝臣
















　（ 「琴／山」 黒） 」
〔書誌〕
　





























８行目 「さかりをむかしより」 は、定家本系の肖柏本・三条西家本、河内本系諸本 「さかりをなむむかしより」 、別本
の伝為氏筆本 「さかりをむかしより」 として 「むかしより」 をミセケチにする。同じ定家本系でも明融本・大島本・池田本・東山文庫本・幽斎本・公条本などは 「さかりを」 のみ、別本の陽明文庫本 「さかりなる」 とする。　
９行目 「あらそひ」 は河内本、別本の伝為氏筆本と同じく、定家 系諸本、別 の保坂 ・国冬本・麦生本・阿里莫

















































いわゆる 「伊予切」 の一葉。 『古筆学大成』 第二三巻に図版二六〇として収められるのと同一。また、新美哲彦
「今川了俊筆 『源氏物語』 桐壺 ・ 夕顔巻伊予切集成」 （ 『源氏物語の受容と生成』 武蔵野書院、 二〇〇八年九月刊） に （
37） 「個
人蔵手鑑所収」 の断簡として翻刻・紹介されている。　
夕顔の巻、 『源氏物語大成』 一四〇頁
14行目～一四一頁３行目までに相当する。断簡３行目 「ならひに」 、定家本系は
「心ならひに」 とあるほかはほぼ定家本の本文で、現存の他の伊予切と同様。
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一〇〇 ─ 三　　実践女子大学所蔵・源氏物語古筆切目録稿（三）
（極札Ａ表）（Ａ裏）（極札Ｂ表）
伝花山院師賢筆四半切（松尾切）
伝冷泉為相筆巻物切（久下裕利氏寄贈）
